
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名  境高等学校 

重点項目 スポーツ・文化芸術活動 提出日 令和 ３ 年 ５ 月 １１ 日 

 

１ 学校目標 

・人としての教育を重視し命の教育を充実 

・学ぶ姿勢を確立して目指す進路を実現 

・部活動の振興を基軸としたチーム境高意識の高揚 

・基本的生活習慣の確立とコミュニケーション力の向上 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

・部活動の充実による特色ある教育を実践し、文武

両道に取り組み地域の誇りとなる普通科高校とし

て存在する。 

・県トップレベルの実績を持つ部活動を維持育成

し、学校内外に活力ある境高を発信するとともに、

部活動において地域の人材の力を借りたり、生徒

が小中学生や地域の方と一緒になってスポーツや

文化交流等の機会をとおして活動したりすること

で地域からの信頼を獲得する。 

＜数値目標＞ 

・中国大会出場者２００名を超えること。 

・全国大会出場者８０名を超えること。 

・全国大会入賞者５名。 

・新型コロナウイルス感染症の影響で多くの大会

が開催されなかったため、目標の数値には達し

ていない。 

・スクールプロジェクトは新型コロナウイルス感

染防止の観点から実施を見合わせた。 

 

＜数値結果＞ 

・中国大会出場者５４名。 

・全国大会出場者２４名。 

 

３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

 ・社会人講師活用事業 

  外部から講師を招き、練習に向かう姿勢、体の動かし方等の指導を受け、生涯スポーツとしてのダンス

の楽しみ方も含めて、運動・スポーツの楽しさや素晴らしさを伝える。 

【独自事業】 

 ・小学生との交流事業（境高スクールプロジェクト） 

  新型コロナウイルス感染防止の観点から実施せず。 

 ・ＰＥＣ拡充事業（PHYSICAL EDUCASTION CLASSROOM） 

  新型コロナウイルス感染防止の観点から実施せず。 

４ 総合所見（成果・評価） 

・多くの事業が新型コロナウイルス感染防止のため、実施できなかった。 

・社会人講師活用事業では、新型コロナウイルス感染拡大対策のため、制限のある中ではあったが、全校の

生徒や教職員に対して発表することができ、大きな達成感を得ることができた。 

・全国に通用する人材育成するため、体力、技術だけでなく精神面の安定・向上をはかる方策が必要である。 

・中国大会止まりの大会成績という実情を打開するため、今後も「ＰＥＣ拡充事業」等を活用し、これまで

の指導方法や選手への接し方を改善し、より高度な戦略・戦法分析を取り入れ、選手の意識改革まで推進

したい。 

・文化部活動においても、中国、近畿大会を目指すのではなく、全国大会での入賞を目指せる指導の工夫・

改善が必要である。 

 

様式２ 


